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づけられた 略扇卒なる岩片の周縁に盆の 第 1岡車線のIsl石








第 2 岡 二線の皿石
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* 本文は昭和11年 3 月京大理事部紀要A第四谷第 3 銃に英文で~表したものの邦言撃である。
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阿蘇火山活動の特異性と』且石
第 4岡 不規則型 Ir;ri 
腹函に石鏡字L様懸垂多数あり
第 2嗣扇子なIlイJ
第 5 闘 1m 石鎖国(ー)
、~'ith one rim with two rims 















第 7 岡往生.棋1産 10.:fi 
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之l こ 'i して腹而(ドのfltiのこと〕は多くは ~I~i.補色父は灰白色そ主し府は疎感なるを常とす
るみ 3れt_'大地に直接輔るることなく予言l探ヰヒ姥してゐ7二部分は比較的に栴なる感じ冷丸ち



































































筈である ν 更に 800倍f)'r.は u二憤大険鈍すると不定形の粒子の干結集するのが見られるO 寄
人は之を石英枇子が主なる止のなるべしと認めずこ(後に詳辿する)。
排て低倍率の鋭下にτ或凝灰質層の-つ;1:背而の-貼か1，迫/立すると第 11肺|に筏型的











A. 縦断面 B. 横断面
C 縦断面
D. 縦断面(槍尾獄産)
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阿蘇火山活動の特異性と肌石
第 14岡 1m.石の断商と石鐙乳様突起








分間慮却して崩壊せしめにところ，残誼部は Fe(OH)2Jミ火山次が 1: であっすニ。鴻液は有I~
椴分を主とし Alminaの少量そ認めプ二る外， I理~I犬水機化蛾の微量が油紙な通過してIH るの
( 98 ) 
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第 l 表 第 2表第 3 表
180111bM111l I Residlle I Total NaOH(SN.) .1'o.eMU  
~ .1~'2ur， I 0.558 gr. I 1.000gr 
0.442 gr. I <. I 
日i()， 37.080% I 26.860% I 63.940% 
AI，() 2.320 8.860 I 11.180 
}'，.，<)" I ー I11.660 I 11.660 
(、川) 0.800 I 4.500 5.300 
.¥[g( ) 0.420 I ー I0.420 
SU， 5.753 I 0.106 I 5.859 
討iO品
二」一 16.1 I 3.2 I 6.2 AI.0
3 
I 'V.' V." 
SiO， I 53.8782~~ 
人1，03!16.4302 
Fe，03 I 5.6907 
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3.3 
第 1表:ー(木戸隆氏による〕第2聞に示す血L石の線透部の化事組成
第 2表ー阿蘇第四火口 1929~， ov. の火山閣の化率組成
第 3表:ー槙島火1I産 (19141火IJI茨の組成、
(71 木戸隆 京大火1I1温泉研究所助手，分析係り。
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SiO， I 61.4120% 
人I，()， I 18.4321 
Fe20， I 6.8179 
















27-28 Allg.1929 5-8 ~、'ov. 1929 
from 4th cr;:tl'l from 4to cra・











4-8 Sept. 1930 
from 1 stcrater， 








"-t. of the sample . 2.3432 gr. 
¥-t. of the Core (glass) 









Sol11hle part in 



















7th Sept. 1932 10th Dec. 1932 
from 1st crater， from l~t crater， lain rn Tochino-
















¥ut- 3 '2'-'3 
集した襖島産 (1914)火山灰 第 8表火成岩の平均化事組成
By tht， (Il'oICl!_!ical By Eng. DcparL. 
~1\ 1 、 ('Y of I.，p.ll I"':'YISy'li L l_'tni、
~i() ， 68.29~'; eO.28% 
λi'()3 16.75 18.10 
下旬()" 8.100 8.49 
Fc() 4.00 
CaO 5.38 e.Ol 






















る(第 3 及 7 表参照〕。印ち此等の結果ぞ見ると SiO~ と Al j ()" の比は略 3 Jう至 4~ど示して
ゐる。而して此等の結果は全地球及全日本の火成岩の21三均化翠組成に於けると同じ値在示
してゐる(第8点〉 然るに皿石の線建は全睦としては約6となり， NaOHに可湾の部分は






例へば 27-28Aug. 1929の霜に於ては SiOdλ1"0:;が 6.9なのに，活動末期の 4-8
Nu¥". 1929のものでは 4.6となって LapilIiの値に接近して来てゐる。更に約十ク月活動
を休止して 4-8Sept. 1930 に噴出し仁義に於ては 6.0と値が増大してゐる。此現象は
第一火口の場合でも同様であるらしし約四十年間の長き休止後の活動に依って噴出され












(H) Tsuya:-On th巴 r巴centejecta of Va1canoλ%什，地質皐雑誌 Xo・3u，(1921): p. 17. 
9) 地質皐雑誌、 Xo.21， (1914) p. 540. 
(10) H. S. ¥Vashinglon a. F. ¥'. Clarke :-Proc. Xat.λC川1.Sci. VoI.H.Xo・5，pp. r08←II5 (1922、人
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同じく臼火を吐く山日〉とのア fヌ語fごと云ひ， アイヌ研究の第一人者 JohnBatchelor 












(12) 阿蘇郡語、(1926)p. 558. 
113) Dr. John BatcheJor.-Key to the Sluu) of .¥.ncielt Japallese l'lace Xames (1929). 












源である Kusurili!ilち hotwater， hot springの意味であるとするならば，雨者を封比し
て異質性を倍加するそ費えるのであるじ阿蘇地方にか λ る古き先住民族の fi語が残れるな
らば， 1也の中央火口丘につきてえ此様な事柄がある筈である。さういふ考へで一例与をとる











工 1I JII[ 
1 は 1929X U¥'. 4th K撮る。
第一.ニ火口は硫寄託孔的活動をなしつつある苛7.K:~:'I 
第四火口 猛烈に噴火中
2 は 1931 Oct. 6thに撮る。
第四火口は苦7]'ci旬として五彩の7]'cをたたふ
3 は 1932，.¥f:tr. 2rd 9.0hに撮るo
f事ー‘=火口噴火中
第四苦7]'ci留のj伏態な P









1928. Sept. 6. 
Dec. 19. 

















































1932. Sept. 4. 第一火口が約四十年版りに活動を開始しl却した
Oct. 10， Dcc. 17. 
1933. Feb. 24-Mar. 8.近年での最大活動なりき(第一，ニ火仁1)
May. 5， Sept. 4. 










l 二此山の古別 r，~とあけると“ donbcn-dake" “c101，il1-1 l;1bι ・，"<1)1，川ト，1;，1、u ヤ玉j品Tama-
dake"“il<，li'1撤Suisho・d日kc"等がある。 之を湖言語撃的に解すると，“T"ー1111-pC"“To-
om乱"卸ち嬢沼のある山となり，叉“Shui-sho"印火rJある山とも解さるべく，有史前後
に阿蘇式活動えとなしたと解しうるゃうである。以上巻以てみると杵島獄は往生撤よりは新
らしい事も推論出来る筈で，これも皿石研究の殻果の一端とも云へる一
本論文は野i繭隆治秋授の懇切なる仰指導に依りて成3れたもので，稿を終るにあたり深
甚の謝意ぞ表するそえ第である。
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